
【コンセプト】
　私達の日常では台風や地震など様々な災害が発生しています。

雨天により屋内会場となり一部プログラム

の変更にて開催となりました

 💡参加者の皆さんから実技体験をして頂き、熱心な質問をされている方が多かったです。

　災害時の対応には、主体の違いにより、自ら対応する「自助」、ご近所などの共同体で助け合う          
    「共助」、消防や自治体に助けてもらう「公助」の3つに区分することができます。                          
         ある調査で災害時には自助 : 共助 : 公助の割合が7 : 2 : 1になると報告されています。

　私ども県央研究所では例年、防災キャンプを開催し皆様と一緒に災害・防災について考えて行きたいと
思っております。

   例年ご指導頂いている三条市消防署様をお招きし、心肺蘇生法とＡＥＤの使い方について学びました。
心肺機能停止の傷病者の場合、家族等により応急手当が実施されている場合、約1.6倍の救命効果がある
と報告されています。

　新潟県防災局発行のパンフレットをご紹介し、車で避難生活をするときの注意点や準備する点などを皆
さんで学びました。車中泊のデモカーを展示し、実際に必要なものを観ていただきました。　　　　　　
ホリカフーズ㈱様より災害に利用出来るレスキューフーズの展示をさせていただきました。参加者の皆様
から関心深くご覧になっていただいている様子が見られました。

今年も（一社）県央研究所にて　　　　　　　　
『けんおう防災キャンプ』を開催。

第12回 けんおう防災キャンプ
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県央研究所 敷地内
創生棟にて開催

心 肺 蘇 生 法 ・ Ａ Ｅ Ｄ 講 習

車 で 避 難 生 活 を を す る と き の リ ス ク と ソ ナ エ

皆さん一生懸命参加さ
れていました！！

関心深く展示をご覧
になっていました

親子で参加の
方も！

皆さん真剣に実技体験
されていました！


